
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７１回青少年読書感想文全国コンク

ール小学校低学年の部入選 
１年１組の甲斐達葵君が「第７１回青少年読書感想

文全国コンクール小学校低学年の部」において、み

ごと入選に輝きました。おめでとうございます。 

以下、甲斐達葵君が「ライオンのくにのネズミ」を

読んで書いた読書感想文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇校訓 「志高く 道を拓く」            〇学校教育目標 「夢を持ち 自ら考え よりよく行動できる児童の育成」 
 

合志市立合志楓の森小学校 
学校だより 第２2 号 

令和８年３月１６日（月） 
文責：校長 佐藤 政臣 

みちになみだがでそうになったのです。でも、いえで

おかあさんから「あたらしいともだちができるチャン

スかも」といわれて、そうかもしれないとおもえまし

た。つぎのひからすぐにともだちができて、じゅぎょ

うもおもしろいし、きゅうしょくもおいしいし、がっ

こうがだいすきになりました。いまでは、しんけんな

かおをしたいときでもニコニコしてしまうくらいく

らいたのしいです。ネズミも、さいしょはいやでも、

がっこうがすきになるといいなとおもいながらよん

でいきました。 

 まいにちがいやだったネズミが、わらわれたリスを

かばったところが一ばんすきなばめんです。とてもか

っこよくてすごいとおもいました。ぼくもおなじよう

なときには、ネズミのようにたいせつなともだちのた

めにゆうきをだして、おおきくてにがてなあいてにも

たちむかいたいです。そして、ネズミのゆうきのおか

げで、ライオンのきもちもわかってなかよくなれそう

でうれしくなりました。 

さいごのページのえで、ネズミはにんげんであるこ

とがわかりました。もし、ネズミにあえたら、がっこ

うはたのしいかきいてみたいです。そして、ぼくもき

みのようにゆうきをだしてともだちをまもるよとつ

たえたいです。 

 

 

ゆうきをだして 

こうしかえでのもりしょうがっこう 

一ねん かい たつき 

 
 はじめて「ライオンのくにのネズミ」のほんをみ

たとき、ひょうしのネズミが、ぼくとおなじくろい

ランドセルをせおっていて、ぼくとにているとおも

いました。もっとよくみていると、ネズミはげんき

がなさそうで、きになってよんでみることにしまし

た。 

 ライオンのくににひっこしたネズミは、ことばが

わからないし、たべられてしまうかもとおもって、

おかあさんがむかえにきたときないてしまいます。

そこをよんで、ぼくは、にゅうがくしきのひのこと

をおもいだしました。ほいくえんでよくあそんでい

たともだちとちがうクラスになってショックだった

のと、ぜんぶのきょうかしょがはいったランドセル

がおもかったのと、せいふくがあつすぎて、かえり 

作品のなかで印象に残った出来事に対して、自分

の過去の経験や似たような体験と関連付けて書く

ことができました。これからもたくさんの本を読ん

で、自分と重ねて考えてみてはいかがでしょうか。 


